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特集2 Special Feature 2
経済学者・経営学者・
エコノミスト107人が選んだ

2016年は、トマ・ピケティ氏の『21世紀の資本』が2位以下を大きく引き
離した15年とは違い、1位と４位の得点差が15点という僅差の結果となった。
上位の顔触れを見ると、人口減少、グローバル経済がもたらすゆがみと格差拡
大、投票による多数決への疑問など、16年の世相を反映した本が多くランク
インしたことが分かる。� 本誌・竹田孝洋

2016年
『ベスト経済書』
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口
減
少
、
少
子
高
齢
化
─
─
。

こ
れ
ら
は
日
本
の
現
在
の
経

済
・
社
会
を
語
る
と
き
の

“
枕
こ
と
ば
”
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
単

に
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
悲
観
論
を
説

か
れ
て
も
心
に
響
か
な
い
。

　
２
０
１
６
年
の
ベ
ス
ト
経
済
書
ラ
ン

キ
ン
グ
に
も
入
っ
た
、
人
口
減
少
を
扱

っ
た
本
は
い
ず
れ
も
悲
観
論
を
説
く
の

で
は
な
く
、
人
口
減
少
に
ど
う
対
応
し

て
い
く
べ
き
か
を
示
唆
す
る
も
の
だ
。

　
ト
ッ
プ
の
吉
川
洋
・
立
正
大
学
教
授

の
『
人
口
と
日
本
経
済
』
は
、「
人
口
が

減
少
す
る
か
ら
経
済
の
ゼ
ロ
成
長
、
マ

イ
ナ
ス
成
長
は
仕
方
の
な
い
こ
と
」
と

す
る
通
説
を
否
定
す
る
。
先
進
国
の
経

済
成
長
を
も
た
ら
す
主
要
因
は
人
口
増

加
で
は
な
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
で
あ
り
、
人
口
減
少
で
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
今
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
好
機
と
説
く
。

　
13
位
の
『
人
口
減
が
地
方
を
強
く
す

る
』
は
、
地
方
は
雇
用
を
生
み
出
す
こ

と
を
考
え
る
べ
き
と
提
案
す
る
。
ま
た
、

20
位
の
『
武
器
と
し
て
の
人
口
減
社

会
』
は
、
日
本
人
の
能
力
を
活
用
す
る

た
め
に
、
中
高
年
や
女
性
の
活
用
、
働

き
方
改
革
な
ど
を
進
め
よ
と
指
摘
す
る
。

　

16
年
は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
離
脱
決
定
、
米
国
大
統
領
選
挙
で

の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
を

契
機
に
、
格
差
を
拡
大
さ
せ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
、
資
本
主
義
経
済
へ
の
疑
問

が
生
ま
れ
た
。

　
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
・
マ
ギ

ル
大
学
教
授
の
『
私
た
ち
は
ど
こ
ま
で

資
本
主
義
に
従
う
の
か
』
が
２
位
と
な

っ
た
の
は
、
こ
の
問
題
意
識
故
と
い
え

る
。
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
氏
は
、
企
業
な
ど

民
間
セ
ク
タ
ー
、
政
府
セ
ク
タ
ー
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
な
ど
多
元
セ
ク

タ
ー
の
三
つ
に
支
え
ら
れ
た
社
会
が
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
社
会
と
主
張
す
る
。

　
格
差
拡
大
を
扱
っ
た
本
と
し
て
は
、

15
年
に
１
位
と
な
っ
た
『
21
世
紀
の
資

本
』
の
著
者
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
氏
の
師

で
あ
る
ア
ン
ソ
ニ
ー･

Ｂ･

ア
ト
キ
ン

ソ
ン
・
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ

・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
教
授
の
『
21
世
紀
の

不
平
等
』
が
５
位
に
入
っ
た
。

　
僅
差
の
多
数
決
と
な
っ
た
英
国
の
国

民
投
票
、
総
投
票
数
の
多
数
を
獲
得
し

た
ク
リ
ン
ト
ン
氏
が
落
選
し
た
米
国
の

大
統
領
選
挙
は
〝
決
め
方
〟
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
３

位
の
『「
決
め
方
」
の
経
済
学
』
で
は
、

単
純
な
多
数
決
は
決
し
て
出
来
の
い
い

決
め
方
で
は
な
い
こ
と
、
ほ
か
に
、
よ

り
民
意
を
反
映
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
決
め

方
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

12_31・01_07_2特)ベスト経済書
P235

須藤

アンケート調査の方法
●全国主要大学の経済学者・経営学者、および民間のエコノミストにアンケートを送付し、107人から回答を得た。
●2015年11月～16年10月の1年間に出版された経済書、経営書、および関連書籍の中からベスト3を選定してもらい、
1位10点、2位6点、3位3点を付与し、総合得点を集計した。

人口と日本経済

私たちはどこまで資本主義に従うのか

「決め方」の経済学

金融政策の「誤解」

21世紀の不平等

行動経済学の逆襲

経済学者 日本の最貧困地域に挑む

人材覚醒経済

通貨の日本史

ビジネススクールでは学べない 世界最先端の経営学
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順
位 得点

電
子
版
あ
り

書籍名
著者名/翻訳者名

中央公論新社●760円

ダイヤモンド社●1,600円

ダイヤモンド社●1,600円

慶應義塾大学出版会●2,500円

東洋経済新報社●3,600円

早川書房●2,800円

東洋経済新報社●2,200円

日本経済新聞出版社●2,800円

中央公論新社●840円

日経BP社●1,800円

出版社名●本体価格

2016年『べスト経済書』ランキング ベスト10

吉川 洋 著

ヘンリー･ミンツバーグ 著/池村千秋 訳

坂井豊貴 著

早川英男 著

アンソニー･Ｂ･アトキンソン 著/山形浩生、森本正史 訳

リチャード･セイラー 著/遠藤真美 訳

鈴木 亘 著

鶴 光太郎 著

高木久史 著

入山章栄 著

長寿、イノベーション、経済成長

市場経済には「第3の柱」
が必要である

｢みんなの意見のまとめ方｣を科学する

〝壮大な実験〞の成果と限界

あいりん改革　
３年８カ月の全記録

働き方だけで日本は変われる

無文銀銭、富本銭から電子マネーまで

人
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人
口
が
減
少
す
る
か
ら
、
日
本

経
済
は
今
後
ゼ
ロ
成
長
、
マ

イ
ナ
ス
成
長
が
当
た
り
前
と

い
う
認
識
は
間
違
っ
て
い
る
。
先
進
国

は
、
人
口
が
減
少
し
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
１
人
当
た
り
の
所
得
、

労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
成

長
で
き
る
。
こ
れ
が
本
書
で
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
だ
。

　
人
口
減
で
経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
と

い
う
の
は
、
一
見
分
か
り
や
す
い
。
多

く
の
日
本
企
業
の
経
営
者
が
そ
う
し
た

認
識
を
持
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ベ
ル
や
つ

る
は
し
を
持
っ
て
土
木
工
事
を
し
て
い

る
な
ら
、
確
か
に
そ
う
だ
ろ
う
。
人
数

が
減
れ
ば
工
事
の
進
行
量
は
減
少
す
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
先
進

国
の
経
済
成
長
に
つ
い
て
は
間
違
っ
て

い
る
。
こ
の
例
で
い
う
な
ら
、
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
を
使
え
ば
工
事
が
進
む
ス
ピ
ー

ド
は
一
気
に
上
が
る
。
現
実
の
例
で
い

え
ば
、
首
都
圏
の
私
鉄
は
、
通
勤
用
に

全
席
指
定
の
特
急
電
車
を
走
ら
せ
て
、

１
人
当
た
り
の
単
価
を
上
げ
て
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
を
成
長
さ
せ
る
。

　
日
本
が
現
在
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
に
苦
し
ん
で
い
る
の
は
確
か
だ
。

日
本
経
済
の
長
期
停
滞
が
叫
ば
れ
る
。

し
か
し
、
私
は
今
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
待
っ
て
い
る
夜
明
け
前
の
状
態
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
必
要
は
発
明
の
母
、
困
っ
て
い
る
状

態
だ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
。
電
気
洗
濯
機
は
、
米
Ｇ
Ｅ
（
ゼ
ネ

ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）
が
「
洗
濯

が
大
変
」
と
い
う
主
婦
の
声
を
す
く
い

上
げ
た
か
ら
生
ま
れ
た
。
夜
明
け
は
必

ず
来
る
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
の
は
現

役
世
代
だ
か
ら
、
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
し
て
い
く
現
状
で
は
難
し
い
と
い
う

声
を
よ
く
聞
く
。
し
か
し
、
50
年
後
で

も
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
は
４
０
０
０

万
人
。
こ
れ
は
今
の
ド
イ
ツ
と
ほ
ぼ
同

じ
。
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
多
い
。

こ
れ
ら
欧
州
諸
国
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

諦
め
て
は
い
な
い
。

　
日
本
と
同
じ
よ
う

に
人
口
が
減
少
し
て

い
る
ド
イ
ツ
は
、
経

済
が
縮
小
し
て
い
く

と
は
考
え
て
い
な
い
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４

・
０
を
進
め
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
日
本
は
弱
気
過
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
先
進
国
で
起
き

る
。
そ
れ
は
、
１
人
当
た
り
の
所
得
が

高
く
な
い
と
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

製
品
を
購
入
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
定
規
模
の
人
口
が
あ
る
国

で
な
い
と
、
そ
の
製
品
を
採
算
に
見
合

う
規
模
で
生
産
し
、
市
場
に
投
入
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
す
先
進
国
か

つ
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

で
あ
り
、
品
質
に
対
し
て
敏
感
な
消
費

者
を
持
つ
日
本
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
き
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
で
あ
る
。

　
日
本
に
お
い
て
農
業
、
介
護
、
流
通

な
ど
生
産
性
を
上
げ
、
付
加
価
値
を
向

上
さ
せ
る
余
地
が
あ
る
産
業
は
少
な
く

な
い
。
そ
う
し
た
視
点
で
、
日
本
企
業

に
は
国
内
市
場
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

�

（
談
）

●
日
本
も
そ
ん
な
に
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
、

と
う
と
う
と
語
り
掛
け
て
く
れ
る
（
中
空
麻
奈

・
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
投
資
調
査
本
部
長
）

●
日
本
の
今
後
の
人
口
減
少
は
不
可
避
で
あ
る

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
そ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果

は
十
分
に
克
服
で
き
る
と
い
う
の
が
著
者
の
主

張
。
や
や
楽
観
的
な
の
で
は
と
い
う
批
判
も
あ

ろ
う
が
、
経
済
成
長
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

せ
て
く
れ
る
（
福
田
慎
一
・
東
京
大
学
教
授
）

●
人
口
減
少
と
い
う
問
題
に
対
し
て
湧
き
上
が

る
通
俗
的
な
悲
観
論
に
対
し
、
正
統
的
な
経
済

学
を
基
礎
に
、
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
上
で
、

日
本
経
済
が
目
指
す
べ
き
道
筋
を
提
示
し
て
い

る
（
宇
都
宮
浄
人
・
関
西
大
学
教
授
）

●
人
口
と
経
済
の
関
係
を
幅
広
い
観
点
か
ら
分

析
。
経
済
成
長
は
人
口
減
少
下
で
も
な
さ
れ
得

る
こ
と
、
ゼ
ロ
成
長
社
会
論
は
非
常
に
危
険
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
も
素
晴
ら
し
い

（
西
埜
晴
久
・
広
島
大
学
教
授
）

推
薦
の
言
葉

よしかわ・ひろし／東京大学卒業
後、米イェール大学大学院博士課
程修了。大阪大学助教授、東京大
学教授を経て現在は立正大学教授。
専攻はマクロ経済学。

T.U.

吉
川 
洋 
著

●
中
央
公
論
新
社 
●
7
6
0
円（
本
体
価
格
）

83点

T.U.

人
口
と
日
本
経
済

長
寿
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、経
済
成
長 

人
口
減
少
で
も
経
済
成
長
は
可
能

BEST1
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チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
１
９

８
９
年
に
起
き
た
ビ
ロ
ー
ド

革
命
を
、
人
々
は｢
資
本
主

義
の
勝
利｣

と
意
義
付
け
た
。
し
か

し
、
事
実
は
「
社
会
主
義
の
終
焉
」
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
誤
解
が
世
界
中

の
多
く
の
人
を
不
幸
に
し
て
い
る
。

　
私
が
問
題
だ
と
言
い
続
け
て
き
た
の

は
、
資
本
主
義
が
進
ん
だ
今
の
社
会
で
、

企
業
な
ど
民
間
セ
ク
タ
ー
の
力
が
利
益

追
求
で
、
強
く
な
り
過
ぎ
た
こ
と
だ
。

　
そ
の
ひ
ず
み
が
薬
品
価
格
高
騰
や
、

企
業
幹
部
の
高
額
報
酬
な
ど
に
表
れ
て

い
る
。
米
国
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な

ど
で
は
、
ホ
テ
ル
代
は
非
常
に
高
い
。

こ
う
し
た
“
不
均
衡
〟
が
20
年
以
上
に

も
わ
た
っ
て
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
人
々
は
そ
の
不
均
衡

に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
価
を

払
い
、
そ
の
ひ
ず
み
の
シ
ス
テ
ム
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
次
期
米
大
統
領
は
、“
米

国
に
雇
用
を
取
り
戻
す
〟
と
言
っ
て
当

選
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
実
行
し
な

い
だ
ろ
う
し
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ

ク
ス
出
身
の
閣
僚
さ
え
入
れ
て
い
る
。

　
私
は
こ
の
本
で
、
資
本
主
義
が
抱
え

る
問
題
を
人
々
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

説
明
し
た
か
っ
た
。
民
間
セ
ク
タ
ー
だ

け
で
な
く
、
政
府
セ
ク
タ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
非
政
府
組
織
）・
社
会
運
動
な
ど
の

“
多
元
セ
ク
タ
ー
〟
の
三
つ
が
、
失
わ

れ
た
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
努
力
を
し
、

“
新
し
い
も
の
の
考
え
方
〟
を
見
い
だ

し
て
い
く
べ
き
だ
と
訴
え
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
世
界
で
何
が
起
き

て
い
る
の
か
、
き
ち
ん
と
見
据
え
る
べ

き
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
結
束
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
互
い
に
つ
な
が
り
合
い
、
平

和
に
向
け
た
行
動
や
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

実
を
結
ぶ
よ
う
に
人
々
が
立
ち
上
が
る

こ
と
が
必
要
だ
。

　
資
本
主
義
の
ひ
ず
み
を
代
表
す
る
よ

う
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
ボ
イ
コ
ッ

ト
す
れ
ば
い
い
。
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ （
最

高
経
営
責
任
者
）
ら

は
、
自
ら
が
社
会
に

対
し
て
ど
ん
な
責
任

が
あ
る
の
か
、
振
り

返
っ
て
み
る
べ
き
だ
。

　
米
中
西
部
ノ
ー
ス

ダ
コ
タ
州
に
建
設
さ

れ
る
石
油
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
、
先
住
民
の

土
地
や
水
質
を
脅
か

す
と
し
て
、
多
く
の

人
が
座
り
込
み
の
抗
議
を
展
開
し
、
建

設
ル
ー
ト
の
変
更
に
持
ち
込
ん
だ
。
こ

れ
は
、
利
益
を
追
求
す
る
企
業
の
社
会

的
無
責
任
を
浮
き
彫
り
に
し
、
計
画
を

覆
さ
せ
た
い
い
例
だ
。

　
世
界
に
と
っ
て
今
日
、
最
大
の
脅
威

は
“
フ
ァ
シ
ズ
ム
〟
だ
。
ロ
シ
ア
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
、
ト
ル
コ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ

け
で
な
く
、
米
国
に
も
そ
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
。
人
々
は
、
そ
の
脅
威
を

認
識
す
る
べ
き
だ
。

　
だ
か
ら
、
私
は
資
本
主
義
を
や
め
る

べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

企
業
へ
の
監
視
を
強
め
、
企
業
の
利
益

・
拝
金
主
義
か
ら
遠
ざ
か
る
べ
き
だ
と

強
調
し
た
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
何

十
年
も
続
い
て
き
た
が
、
今
こ
そ
、
人

々
が
問
題
を
認
識
し
、“
不
均
衡
〟
を

な
く
し
て
い
く
べ
き
と
き
だ
。�

（
談
）

�

聞
き
手
／
Ｎ
Ｙ
在
住
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
津
山
恵
子

旧

推
薦
の
言
葉

●
資
本
主
義
功
罪
議
論
に
、
経
営
学
の
巨
人
が

自
論
を
申
し
立
て
た
問
題
作
。
資
本
主
義
の
申

し
子
で
あ
る
企
業
の
経
営
を
長
年
研
究
し
て
き

た
著
者
の
主
張
は
興
味
深
い
。｢

合
理
性
へ
の

再
考｣

と｢

バ
ラ
ン
ス｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
一

読
を
勧
め
た
い
（
松
田
陽
一
・
岡
山
大
学
教
授
）

●
著
者
は｢

資
本
主
義
を
廃
止｣

と
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
べ
き
と
主

張
し
て
い
る
。
経
営
学
の
大
御
所
ま
で
も
が
そ

う
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
重
要

だ
（
大
西
広
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

●
英
国
や
米
国
を
は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

の
疑
念
が
生
じ
る
現
在
、
あ
ら
た
め
て
資
本
主

義
の
本
質
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
（
大
坪

宏
至
・
東
洋
大
学
教
授
）

●
近
年
、
資
本
主
義
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
た

著
作
が
増
え
る
中
、
本
書
ほ
ど
問
題
の
全
体
像

と
そ
の
解
決
策
を
具
体
的
か
つ
現
実
的
に
提
言

し
て
い
る
著
作
は
他
に
見
当
た
ら
な
い 

（
福
田

昌
義
・
日
本
大
学
教
授
）

ヘンリー・ミンツバーグ／カナダ
のマギル大学クレボーン寄付講座
教授。著書に『マネジャーの実
像』『ＭＢＡが会社を滅ぼす』

『H.ミンツバーグ経営論』など。

Aiko Suzuki

ヘ
ン
リ
ー･
ミ
ン
ツ
バ
ー
グ 

著
／
池
村
千
秋 

訳

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社 
●
1
6
0
0
円（
本
体
価
格
）

76点

私
た
ち
は
ど
こ
ま
で

資
本
主
義
に
従
う
の
か

市
場
経
済
に
は「
第
3
の
柱
」が
必
要
で
あ
る

行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
の
不
均
衡
を
正
す

BEST 2
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Special Feature 2

選　
挙
や
会
議
が
典
型
だ
が
、
集

団
で
物
事
を
決
め
る
と
き
に

は
「
決
め
方
」
が
必
要
だ
。

圧
倒
的
に
よ
く
使
わ
れ
る
の
は
多
数
決
。

有
権
者
は
選
択
肢
の
ど
れ
か
に
一
票
を

投
じ
て
、
得
票
数
の
一
番
多
い
選
択
肢

が
勝
つ
。
だ
が
そ
れ
以
外
に
も
決
め
方

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
ど
の
決
め
方
を
使

う
か
で
結
果
は
変
わ
り
、
時
に
そ
れ
は

人
類
の
未
来
を
左
右
す
る
。

　
２
０
０
０
年
の
米
国
の
大
統
領
選
挙

で
は
「
第
三
の
候
補
」
ネ
ー
ダ
ー
が
、

民
主
党
の
ゴ
ア
の
票
を
致
命
的
に
食
い
、

共
和
党
の
ブ
ッ
シ
ュ
が
逆
転
勝
利
し
た
。

多
数
決
は
「
票
の
割
れ
」
に
致
命
的
に

弱
い
。
多
数
決
の
改
善
案
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
一
番
簡
単
な
の
は
、
決
選
投
票

を
設
け
る
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
、

自
民
党
の
総
裁
選
、
民
進
党
の
代
表
選

な
ど
で
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
よ
り
抜
本
的
な
改
善
は
「
１
位
に
３

点
、
２
位
に
２
点
、
３
位
に
１
点
」
の

よ
う
な
配
点
式
に
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ

を
ボ
ル
ダ
ル
ー
ル
と
い
う
。
有
権
者
は

投
票
用
紙
に
「
１
位
は
ネ
ー
ダ
ー
、
２

位
は
ゴ
ア
、
３
位
は
ブ
ッ
シ
ュ
」
の
よ

う
に
記
述
す
る
。
単
記
式
で
は
な
く
連

記
式
に
す
る
の
だ
。

　
日
本
の
国
会
議
員
選
挙
で
も
票
の
割

れ
は
頻
発
し
て
い
る
。
だ
が
選
挙
制
度

を
変
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
公
職

選
挙
法
を
変
え
ら
れ
る
の
は
、
国
会
議

員
だ
け
だ
か
ら
だ
。
現
行
制
度
で
与
党

と
な
っ
た
議
員
は
、
制
度
を
変
え
た
い

と
は
思
わ
な
い
。
強
烈
な
利
益
相
反
だ
。

　
英
国
で
の
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
離
脱

を
問
う
国
民
投
票
や
、
米
国
で
の
ト
ラ

ン
プ
次
期
大
統
領
の
選
出
な
ど
、
16
年

は
多
数
決
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
よ
う
に
世

界
を
席
巻
し
た
。
実
は
２
０
０
０
年
の

米
大
統
領
選
が
、
そ
の
起
点
と
な
っ
て

い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
イ
ラ
ク
戦

争
を
主
導
し
て
、
フ
セ
イ
ン
政
権
を
倒

し
た
。
だ
が
フ
セ
イ
ン
の
残
党
は
武
装

化
し
、
こ
れ
が
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
母

体
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
テ
ロ
や
難

民
の
問
題
が
起
こ
り
、

排
外
主
義
が
加
速
し

て
、
今
日
の
事
態
に

至
っ
た
。

　
ど
う
も
多
数
決
は

非
暴
力
的
と
思
わ
れ

て
い
る
節
が
強
い
。

橋
下
徹
・
前
大
阪
市

長
は
、
大
阪
都
構
想

の
住
民
投
票
で
敗
れ

た
際
に
、「
戦
を
仕
掛

け
て
負
け
て
も
首
を
取
ら
れ
な
い
。
民

主
主
義
は
素
晴
ら
し
い
」
と
述
べ
た
。

だ
が
橋
下
氏
の
命
を
守
っ
て
い
る
の
は
、

民
主
主
義
と
い
う
よ
り
は
、
彼
へ
の
人

権
保
障
だ
。
憲
法
が
、
立
憲
主
義
が
、

橋
下
氏
の
生
命
を
保
護
し
て
い
る
。

　
投
票
に
よ
り
誰
か
を
殺
す
決
定
を
行

う
こ
と
は
可
能
だ
。
02
年
の
国
連
安
全

保
障
理
事
会
で
は
、
イ
ラ
ク
へ
「
無
制

限
か
つ
無
条
件
の
、
大
量
破
壊
兵
器
の

査
察
の
受
け
入
れ
」
を
求
め
る
強
い
決

議
が
、
日
本
を
含
む
15
カ
国
の
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。
起
草
し
た
の
は
米

英
だ
。
イ
ラ
ク
は
そ
こ
ま
で
強
い
決
議

を
守
り
切
れ
ず
、
03
年
に
米
英
は
イ
ラ

ク
戦
争
を
開
始
し
た
。
投
票
と
暴
力
の

違
い
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。

　
投
票
で
決
め
て
よ
い
こ
と
と
は
何
か
。

ど
の
決
め
方
の
投
票
に
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
考
え
る
べ
き
こ
と
、
変
え
ね
ば
な

ら
な
い
制
度
は
山
ほ
ど
あ
る
。�

（
談
）

●
多
数
決
な
ど
の
決
め
方
の
ル
ー
ル
に
内
在
す

る
問
題
が
平
易
に
説
明
さ
れ
て
い
る
良
書
。
わ

れ
わ
れ
の
社
会
や
組
織
の
意
思
決
定
の
在
り
方

（
ル
ー
ル
）
を
い
ま
一
度
考
え
る
契
機
と
な
る

（
荒
井
貴
史
・
尾
道
市
立
大
学
教
授
）

●
現
代
の
民
主
主
義
社
会
で
、
疑
問
も
な
く
定

着
し
て
い
る
多
数
決
が
最
善
の
決
め
方
か
ど
う

か
、
疑
問
が
投
げ
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
至
近
の

ケ
ー
ス
で
は
米
大
統
領
選
。
経
済
学
の
ツ
ー
ル

を
分
か
り
や
す
い
説
明
で
そ
の
代
替
的
な
方
式

を
検
討
し
て
い
る
。
選
挙
制
度
の
改
革
な
ど
に

示
唆
を
与
え
て
い
る
（
塩
見
英
治
・
中
央
大
学

教
授
）

●｢

多
数
決
が
必
ず
し
も
民
意
を
反
映
し
た
も

の
で
は
な
い｣

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

覆
す
面
白
さ
が
あ
る
（
岩
壷
健
太
郎
・
神
戸
大

学
教
授
）

●｢

こ
ん
な
こ
と
も
経
済
学
な
の
か｣

と
思
わ

ず
つ
ぶ
や
く
ほ
ど
、
広
範
囲
を
対
象
に
し
た
研

究
内
容
（
大
橋
達
郎
・
東
北
大
学
教
授
）

推
薦
の
言
葉

さかい・とよたか／1975年生ま
れ。ロチェスター大学Ph.D.。横
浜市立大学、横浜国立大学、慶應
義塾大学准教授を経て2014年よ
り慶應義塾大学教授。

T.U.

坂
井
豊
貴 
著

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社 
●
1
6
0
0
円（
本
体
価
格
）

72点

T.U.

「
決
め
方
」の
経
済
学

｢
み
ん
な
の
意
見
の
ま
と
め
方｣

を
科
学
す
る

決
め
方
が
未
来
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
る

BEST3
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●
な
ぜ
日
本
銀
行
は
２
％
イ
ン
フ
レ
の

早
期
達
成
に
失
敗
し
た
の
か
、
本
書
を

読
め
ば
そ
の
理
由
が
見
え
て
く
る
。
著

者
は
、
日
銀
き
っ
て
の
理
論
家
、
チ
ー

フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
当
た
る
調
査
統
計

局
長
を
長
く
務
め
た
。
日
銀
の
手
の
内

を
知
り
尽
く
し
、
量
的
質
的
緩
和
の
直

前
に
退
職
し
た
。
膨
張
し
た
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
抱
え
る
日
銀
が
ど
の
よ
う
な

顚
末
を
迎
え
る
の
か
の
ヒ
ン
ト
も
満
載

で
あ
る
（
河
野
龍
太
郎
・
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ

バ
証
券
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

●
理
論
、
実
証
、
市
場
実
態
の
全
て
を

包
含
し
、
見
事
に
議
論
を
仕
分
け
て
く

れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
量
的
緩
和
以

降
の
政
策
の
「
総
括
的
な
検
証
」
で
あ

る
。
日
銀
の
黒
田
総
裁
の
量
的
・
質
的

金
融
緩
和
政
策
の
本
質
を
見
抜
き
、
そ

の
こ
け
お
ど
し
ぶ
り
に
容
赦
な
く
鉄
つ

い
を
食
ら
わ
し
て
い
る
（
益
田
安
良
・

東
洋
大
学
兼
任
講
師
）

●
日
銀
の
量
的
緩
和
政
策
の
短
期
的
効

果
を
評
価
し
つ
つ
も
、
持
久
戦
に
向
け

た
政
策
転
換
は
不
可
避
と
予
言
（
荒
井

信
幸
・
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
本
格
的
不
平
等
の
研
究
の
解
説
で
あ

り
読
む
べ
き
本
で
あ
る
（
福
重
元
嗣
・

大
阪
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
資
本
給
付
と
い
う
新
し
い
ア
イ
デ
ア

に
よ
る
現
代
の
貧
困
問
題
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
を
示
し
た
（
金
淳
植
・
福
山

市
立
大
学
都
市
経
営
学
部
教
授
）

●
昨
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
ト

マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
の
『
21
世
紀
の
資
本
』

と
同
様
、
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
王
道
的

な
実
証
分
析
を
行
っ
て
い
る
（
片
山
朗

・
長
崎
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
私
は
１
９
８
０
年
代
の
大
学
院
生
の

と
き
に
著
者
で
あ
る
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｂ

・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
論
文
を
た
く
さ
ん

読
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
い
え
る

書
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
弟
子
で
あ
る
ト
マ

・
ピ
ケ
テ
ィ
よ
り
も
早
く
か
ら
現
在
の

格
差
の
問
題
を
予
見
し
て
い
た
と
も
い

え
る
。
著
者
が
提
示
す
る
解
決
策
に
は

賛
成
、
反
対
の
立
場
が
あ
る
が
、
読
む

べ
き
一
冊
で
あ
る
と
考
え
る
（
川
本
裕

子
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研

究
科
教
授
）

●
ウ
イ
ッ
ト
と
ユ
ー
モ
ア
で
味
付
け
さ

れ
たBehavioral Econom

ics

の
楽

し
い
歴
史
書
（
八
重
倉
孝
・
早
稲
田
大

学
商
学
部
教
授
）

●
自
ら
の
学
者
人
生
を
振
り
返
り
つ
つ
、

ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で
行
動
経
済
学
の

考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
書
で
あ

る
（
木
村
雄
一
・
日
本
大
学
商
学
部
准

教
授
）

●
興
味
深
い
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
を
交
え
な

が
ら
行
動
経
済
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
解

説
す
る
。
翻
訳
者
の
腕
も
い
い
の
か
、

翻
訳
本
に
し
て
は
非
常
に
読
み
や
す
く
、

読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
文
章
と
な
っ
て

い
る
（
大
槻
奈
那
・
マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券

チ
ー
フ
ア
ナ
リ
ス
ト
）

●
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
行
動
経
済
学

誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
し
て
い
て
多
く

の
人
に
経
済
学
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
、

考
え
さ
せ
る
良
書
。
知
的
に
面
白
い

（
川
本
裕
子
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
経

営
管
理
研
究
科
教
授
）

●
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
行
動
経
済
学
を

理
解
し
や
す
く
説
明
し
て
い
る
（
竹
村 

敏
彦
・
佐
賀
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

●
大
阪
市
の
貧
困
地
域
を
、
経
済
原
則

に
基
づ
き
住
民
と
行
政
と
の
対
話
を
通

じ
て
改
革
し
た
記
録
。
経
済
学
の
論
理

を
政
策
形
成
に
生
か
す
有
効
性
を
示
し

た （
八
代
尚
宏
・
昭
和
女
子
大
学
グ
ロ

ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
学
部
長
）

●
社
会
保
障
の
改
革
派
経
済
学
者
で
あ

る
著
者
が
自
ら
改
革
の
現
場
に
立
っ
た
。

そ
の
記
録
は
ま
る
で
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
だ
。
学
問
で
は
正
解
に
た
ど
り
着
く

の
に
は
５
分
し
か
か
か
ら
な
く
て
も
、

政
策
実
行
に
は
５
年
か
か
る
。
本
書
は

経
済
学
、
い
や
日
本
の
社
会
科
学
の
名

著
に
な
る
だ
ろ
う
（
若
田
部
昌
澄
・
早

稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授
）

●
経
済
学
の
知
識
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
交
渉
術
を
駆
使
し
て
、
あ
い
り
ん

改
革
に
挑
ん
だ
経
済
学
者
の
記
録
（
大

竹
文
雄
・
大
阪
大
学
社
会
経
済
研
究
所

教
授
）

●
年
金
・
医
療
・
介
護
に
関
し
て
独
自

の
立
場
で
意
見
を
述
べ
る
著
者
が
、
長

く
携
わ
っ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
そ

の
体
験
を
記
し
た
注
目
の
書
（
小
山
明

宏
・
学
習
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

金
融
政
策
の「
誤
解
」早川英男 著

●慶應義塾大学出版会 
●2500円（本体価格）

4

68点

BEST

21
世
紀
の
不
平
等

アンソニー･Ｂ･
アトキンソン 著
●東洋経済新報社 
●3600円（本体価格）

5

50点

BEST

行
動
経
済
学
の
逆
襲リチャード･

セイラー 著
●早川書房 
●2800円（本体価格）

6

40点

BEST

経
済
学
者 

日
本
の

最
貧
困
地
域
に
挑
む

鈴木 亘 著
●東洋経済新報社 
●2200円（本体価格）

7

38点

BEST
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Special Feature 2

●
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
労
働
市
場
の

改
革
を
包
括
的
に
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

き
な
が
ら
提
案
し
て
い
る
（
川
口
大
司

・
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
日
本
が
直
面
す
る
諸
課
題
へ
の
方
策

と
し
て
、
限
ら
れ
た
人
材
が
主
体
性
を

持
っ
て
能
力
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
の

方
策
を
幅
広
く
示
し
た
一
冊
（
荒
井
信

幸
・
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
働
き
方
の
改
革
を
め
ぐ
る
労
働
法
改

正
の
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
経
済
学
の

視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
政
策
論
議
に

有
用
（
八
代
尚
宏
・
昭
和
女
子
大
学
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
学
部
長
）

●
通
貨
は
必
ず
し
も
、
政
権
が
統
制
し

て
普
及
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
①
社
会

慣
行
を
政
府
が
追
認
し
た
ケ
ー
ス
、
②

輸
入
銭
が
広
く
流
通
し
た
事
実
、
③
私

造
銭
・
模
造
銭
の
流
通
な
ど
、
興
味
深

い
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
村
井
節

也
・
福
井
県
立
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
こ
の
類
い
の
本
は
前
近
代
ま
で
で
区

切
ら
れ
る
の
が
常
。
古
代
か
ら
現
代
ま

で
の
貨
幣
に
つ
い
て
、
経
済
目
的
で
使

用
さ
れ
て
い
る
通
貨
と
い
う
視
点
か
ら

通
史
を
描
い
て
い
る
初
め
て
の
本
だ
ろ

う
（
櫻
木
晋
一
・
下
関
市
立
大
学
経
済

学
部
教
授
）

●
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で
の
評
価
と

実
務
面
か
ら
の
評
判
と
の
相
違
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
（
西
山
慶
司

・
山
口
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
「
デ
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
型
」
と
「
タ
ス
ク
型
」
に
区

分
し
た
点
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
（
山
﨑 

朗
・
中
央
大
学
経
済
学
部
教
授
）

●
経
営
の
日
常
で
な
ん
と
な
く
感
じ
て

い
る
こ
と
を
最
先
端
の
経
営
学
で
解
き

明
か
し
た
上
に
、
そ
の
先
に
ま
で
経
営

（
学
）
的
思
考
を
伸
ば
し
て
く
れ
る
書

で
あ
る
（
田
中
宏
・
立
命
館
大
学
経
済

学
部
教
授
）

人
材
覚
醒
経
済

鶴 光太郎 著
●日本経済新聞出版社 
●2800円（本体価格）

8

29点

BEST

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
学
べ
な
い

世
界
最
先
端
の
経
営
学入山章栄 著

●日経BP社 
●1800円（本体価格）

10

28点

BEST

通
貨
の
日
本
史

高木久史 著
●中央公論新社 
●840円（本体価格）

8

29点

BEST

12_31・01_07_2特)ベスト経済書
P240_図_2特_ベスト11-20.ai

須藤

2015年『べスト経済書』ランキング2016年『べスト経済書』ランキング ベスト11～20位

名古屋大学出版会●3,200円

NTT出版●3,700円

日本経済新聞出版社●850円

NTT出版●2,300円

みすず書房●4,200円

日本経済新聞出版社●2,800円

新潮社●1,200円

講談社●1,800円

「非正規労働」を考える

見えざる手をこえて

人口減が地方を強くする

貿易自由化の理念と現実

時間かせぎの資本主義

マイナス金利政策

和の国富論

住友銀行秘史

小池和男 著

カウシック・バスー 著/栗林寛幸 訳

藤波 匠 著

阿部顕三 著

ヴォルフガング･シュトレーク 著/鈴木 直 訳

岩田一政、左三川郁子 著

藻谷浩介 著

國重惇史 著

11

11

13

14

15

15

17

17

26

26

24

23

22

22

20

20

順
位

得
点

電
子
版
あ
り

書籍名

著者名/翻訳者名 出版社名●本体価格

サービス立国論

サイロ・エフェクト

パクリ経済

武器としての人口減社会

ガルブレイス

アマゾンと物流大戦争

この経済政策が民主主義を救う

スティグリッツ教授のこれから始まる
「新しい世界経済」の教科書

森川正之 著

ジリアン・テット 著/土方奈美 訳

ジョセフ・E・スティグリッツ 著/桐谷知未 訳

村上由美子 著

伊東光晴 著

⻆井亮一 著

松尾 匡 著

19

20

20

20

20

20

20

20

19

16

16

16

16

16

16

16

順
位

得
点

電
子
版
あ
り

書籍名

著者名/翻訳者名 出版社名●本体価格

日本経済新聞出版社●2,700円

文藝春秋●1,660円

徳間書店●1,600円

みすず書房●3,600円

光文社●740円

岩波書店●800円

NHK出版●740円

大月書店●1,600円

カル・ラウスティアラ、クリストファー・スプリグ
マン 著/山形浩生、森本正史 訳

戦後労働史の視角から

新しい経済学のために

いつまで危機を先送りできるか

3次元金融緩和の効果と限界

成熟経済を活性化するフロンティア

高度専門化社会の罠

コピーはイノベーションを刺激する

国際比較統計でわかる
日本の強さ

アメリカ資本主義との格闘

安倍政権に
勝てる対案
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２
０
１
７
年
は
明
治
維
新
か
ら
数
え
て

１
５
０
年
目
だ
。
識
者
に
１
５
０
年
の
日

本
経
済
、
世
界
経
済
の
歩
み
が
分
か
る
経

済
書
、
１
５
０
年
の
間
に
発
刊
さ
れ
た
中

で
読
む
べ
き
経
済
書
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。

  

技
術
革
新
の
重
要
性
を
主
張
し
た
ジ
ョ

セ
フ
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
、
市
場
に
信
頼

を
置
き
、
規
制
の
な
い
こ
と
を
理
想
と
す

る
新
自
由
主
義
を
唱
え
た
ミ
ル
ト
ン
・
フ

リ
ー
ド
マ
ン
、
投
資
に
お
け
る
“
美
人
投

票
〟
の
理
論
や
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を

説
い
た
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン

ズ
な
ど
に
よ
る
古
典
的
名
著
は
や
は
り
外

せ
な
い
。

  

日
本
経
済
を
読
み
解
く
も
の
と
し
て
は
、

中
村
隆
英
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
（
故

人
）
の
『
昭
和
経
済
史
』『
明
治
大
正
史
』 

を
挙
げ
る
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
意
外

な
と
こ
ろ
で
は
松
本
清
張
の
『
西
郷
札
』。

西
南
戦
争
時
の
西
郷
軍
の
軍
票
の
所
有
者

が
損
害
を
被
る
様
が
描
か
れ
る
。
現
在
の

通
貨
と
同
様
に
金
な
ど
の
裏
付
け
の
な
い

通
貨
は
、
信
用
こ
そ
が
価
値
の
源
泉
で
あ

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

Column

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
、ケ
イ
ン
ズ
…

今
な
お
示
唆
に
富
む
経
済
書

明治維新以降の経済社会が分かる本・読むべき本

やはり古典の名著は外せない

書名 著者名

欧州経済史 大塚久雄

国家は破綻する 金融危機の800年 カーメン・M・ラインハート　
ケネス・S・ロゴフ

高度成長の時代 現代日本経済史ノート 香西 秦

赤字の民主主義 ケインズが遺したもの ジェームズ・M・ブキャナン
リチャード・E・ワグナー

経済発展の理論 企業者利潤・資本・信用・
利子および景気の回転に関する一研究 ジョセフ・シュムペーター

資本主義・社会主義・民主主義 ジョセフ・シュムペーター

雇用、利子および貨幣の一般理論 ジョン・メイナード・ケインズ

小説 日本興業銀行 高杉 良

バブル：日本迷走の原点 永野健二

昭和経済史 中村隆英

明治大正史 中村隆英

金融不安定性の経済学 ハイマン・ミンスキー

国際金融の政治経済学 浜田宏一

日本金融システム進化論 星 岳雄、アニル・カシャップ

プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神 マックス・ウェーバー

西郷札 松本清張

資本主義と自由 ミルトン・フリードマン

選択の自由 ミルトン・フリードマン

●編集　雑誌編集局・局長／鎌塚正良
編集長／田中 博
編集委員／小栗正嗣／原 英次郎
副編集長／浅島亮子／臼井真粧美
清水量介／竹田孝洋／田島靖久
藤田章夫／前田 剛／山口圭介
記者／新井美江子／池冨 仁／泉 秀一
大坪稚子／大矢博之／岡田 悟／片田江康男
小島健志／重石岳史／須賀彩子
鈴木崇久／鈴木洋子／千本木啓文
竹田幸平／土本匡孝／中村正毅
宮原啓彰／柳澤里佳／山本 輝
シニアエディター／村井令二
委嘱記者／大根田康介／西田浩史
野村聖子／森川幹人
制作／畔崎 健／大谷秀夫／熊野 徹／坂間哲哉
●広告　クロスメディア事業局・局長／深川敏雄
クロスメディア推進部部長／田村淳一／濱田健太郎
副部長／石川絵美／指田昌夫
佐藤寛久／寺田 豊／山田啓史
クロスメディア推進部／秋元 悟／飯村深由樹
小瀬聖子／柿本 茂／加藤桃子／菊地 淑

高橋真弓／竹田雅典／田上貴大
成富 丞／塙 花梨／平野航史
笛木 聡／山口由香里／渡辺かおり
媒体進行部部長／比留間英之
媒体進行部副部長／佐野常夫
大熊めぐみ／桂川 力／梨本拓也
●販売　営業局・取締役／坪井賢一
営業局・局長／井上 直
書店営業部部長／出口直子
副部長／遠山 一／舩津展子
書店営業部／小野 顕／白井浩明／広瀬一輝
増田 啓／松尾美子／吉田瑞希
開発営業部部長／永田 誠
副部長／岩佐大作／徳永琴美
開発営業部／伊藤憲一／長崎美穂
前田かな／松本憲一郎／村山 大
宣伝プロモーション部部長／松井未來
担当副部長／加藤貴恵
飯島真梨
●大阪支社　支社長／井上 直
部長／市川治夫
大阪支社／大谷康之／坪谷美智子
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